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国土地理院では，全国約 1,300 か所の電子基準点を運用し，

測位解を定常的に提供することにより，安定した位置情報基盤

（国家座標）へのアクセスを実現する GNSS 連続観測システム

（以下「GEONET」という．）を運用している．GEONET の観測デ

ータや測位解は，社会活動や学術研究に広く活用され，すでに

欠くことのできない社会基盤となっている．今般，社会基盤とし

ての GEONETへの需要の高まりをうけ，その役割を着実に果た

すべく，FAIR 原則にそったデータ提供を行う取組の一環として，

GEONETデータへのデジタルオブジェクト識別子（DOI）付与に

向けた取組を開始したので，報告する． 

 

１．背景 

近年，学術論文等に加え，データ・プログラム等にも DOI を

付与する取組が広がっている．測地データも例外ではなく，海

外では既に GNSS 関連のデータへ DOI 付与が進んでいる（例

えば NASA/CDDIS[1]）．一方，観測点の増減がある観測網で

付与すべきデータ粒度の判断や，再解析など頻繁な更新があ

るデータへの適切な付与の方法など，標準的な付与の方針に

関して多くの課題が存在していた．全球統合測地観測システム

（GGOS）では，2019年に測地データへの DOI付与に関する作

業部会が発足し[2]，これまでに，GNSS 関連データへ付与する

際の DOI とメタデータへの推奨事項がまとめられている[3]．日

本国内では，GGOS での議論をうけて GGOS Japan に DOI 作

業部会が設置され，ここでの議論をうけ，測地学データポータル 

<https://geod.jpn.org/datadoi/> が提案された．2023 年にはデー

タポータルの運用が開始され，測地データ・プログラム等へ

DOI 付与が始まっている[4]．これらを受けて，国土地理院が運

用する GEONETでも関連するデータに適切に DOIを付与する

ための検討を行った．検討にあたっては，GGOS Japan の DOI

作業部会と連携し，複数回の勉強会を開催して海外での動向，

国内の測地以外の分野の動向を把握して，適切な付与方法の

議論を進めた．なお，国土地理院は，2022 年度から DOI 登録

機関である JaLC（ジャパンリンクセンター）の正会員となり，国土

地理院の論文集へ自身で DOI 付与を開始し、データについて

も DOI付与が可能となっている． 

 

２．付与対象データ 

2025 年度中に DOI付与を予定する GEONET データは，電

子基準点観測データ，電子基準点解析データ，GNSS 精密軌

道暦の三つとなる（表 1）．これらに DOI 付与を行い，国土地理

院のウェブサイト内にランディングページを作成し，公表を始め

る予定である．また，測地学データポータルからもアクセスでき

るよう連携していく．なお，DOI の付与前後で，データの提供方

法に変更は生じない． 
  
 

表 1：DOI付与対象の GEONETデータと付随情報 

データ種類 付与の範囲 入手方法 

電子基準点

観測データ

※1 

全点，全期間に共通

の DOIを 1つ 

電子基準点データ提供サ

ービス 

https://terras.gsi.go.jp/ 

電子基準点

解析データ 

解析 ID毎に 1つ（例

えば，F5 解全体に一

つの DOIを付与） 

電子基準点データ提供サ

ービス 

https://terras.gsi.go.jp/ 

GNSS 

精密暦 
プロダクト（※2）ご

とに 1つ 

GNSS精密暦提供サービス 

https://jgxnet.gsi.go.jp/ja/top/ 

※1 巨大地震や電離層擾乱等の際に提供する 1 秒値データでは，イベント

毎に個別の DOI を付与（これらは，全体の DOI とイベント個別の DOI

を持つため，多重 DOIとなる） 

※ 2  国際 GNSS 事業（ IGS）へ提供する運用プロダクト（GPS・

GLONASS・ Galileoを用いて解析した超速報解・速報解・最終解）及び

試験プロダクト（QZSSを加えて解析した超速報解・速報解・最終解） 

 

３．今後の展望 

今回の検討結果に基づき，国土地理院では，GEONET デー

タについても，  DOI 付与を進めていく．現在公開している

GEONET データへ DOI 付与が完了した後も，新たなデータ等

の公開時（例えば F5.1 解析）を始めとして，必要に応じて DOI

付与の検討を行う．測位航法学会をはじめ，学術コミュニティに

おける GEONET データの利活用促進，さらには，活用時の適

切なデータ引用の促進に向けて，DOI付与を進めていく． 
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